
東海会 第5回役員会議事録第2回 本部理事会報告会務報告

Ⅰ. 会長報告
　会計士叙勲2名の報告の後、会長の一ヶ月間の動きに
ついて報告がありました。
　JICPAとKICPAの日韓協議において、当局検査と協
会自主規制、公認会計士の魅力的向上などが議論されま
した。16地域会の総会日が共有されました。本年度の集
中日は、6月18日の東海会総会日で、同日に北陸会、兵
庫会の総会が開催されます。
　質疑応答において、日経新聞5月11日大機小機におい
て掲載された「監査法人と企業の仲裁機関を」について、
協会の対応について確認がありました。かなり監査法
人に否があるような内容で抗議が必要ではないかとの
問いかけでしたが、協会としては、現状は、静観との
ことでした。監査法人が、厳格に監査することにより、
企業に負担がかかっていると主張に対しては、日頃か
ら監査の意味合いについて、しっかり情報発信してい
くことが肝要と感じさせられました。

Ⅱ. 審議事項（46分）
審議事項は、下記11件でした。活発な審議が行わ
れました。
1. 倫理委員会からの答申『倫理規則実務ガイダン
　ス第１号「倫理規則に関するQ&A（実務ガイ
　ダンス）」の改正』及び「公開草案に対するコ
　メントの概要及び対応」に関する件

2. 監査・保証基準委員会からの答申『国際監査・
　保証基準審議会（IAASB）公開草案「国際監
　査基準240（改訂）「財務諸表監査における不正」
　及び他の国際監査基準の適合修正案」に対する
　コメント』に関する件

3. 中小事務所等施策調査会からの答申『中小事務所
　等施策調査会研究報告第8号「監査の品質管理規
　程等の作成に関する手引」の改正』に関する件

4. 業種別委員会からの公開草案に関する件
（1） 業種別委員会実務指針第52号「全銀協TIBOR行動
規範の遵守態勢に対する保証業務に関する実務指針」
の改正について
（2） 業種別委員会実務指針第64号「投資信託における
監査上の取扱い」の改正について
（3） 専門業務実務指針4465「自己資本比率及びレバレッ
ジ比率の算定に対する合意された手続業務に関する実
務指針」の改正について

5. テクノロジー委員会からの答申『テクノロジー
　委員会研究文書「サイバーセキュリティリスク
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　への監査人の対応（研究文書）」』に関する件

6. 会計制度委員会からの答申『会計制度委員会報
　告第7号「連結財務諸表における資本連結手続に
　関する実務指針」の改正について』に関する件

7. 学校法人委員会からの答申『文部科学省「私立
　学校法施行令等の改正に関するパブリックコメ
　ント（意見公募手続）の実施について」に対す
　るコメント』に関する件
8. 後進育成基金資産運営委員会からの意見具申
「後進育成基金資産の具体的使途に係る企画案
　について」に関する件
9. サステナビリティ情報開示・保証業務特別委員
　会の外部委員の委嘱に関する件
10. 理事会審議案件に関する件
（1） 倫理委員会からの答申『「倫理規則」の改正』及び
「公開草案に対するコメントの概要及び対応」について
（2） 第58事業年度事業及び会務報告について
（3） 第58事業年度予算科目間の流用及び予備費の使用
について
（4） 総務委員会からの意見具申「私立学校法改正に伴
う業務会費の納付対象となる監査契約の変更に関する
会費規則の一部変更」について
（5） 総務委員会からの意見具申「本部役員選挙制度の
見直しに係る役員選出規則等の一部変更」について
（6） 総務委員会からの意見具申「法定監査関係書類等
提出細則等の一部変更」について
（7） 会館リニューアルプロジェクト・ステアリングコ
ミッティからの提案『会館リニューアルプロジェクト
「実施設計」』について
　➡ 協会本部のリニューアルが始まります。東海会の
経験を生かしていただけるように連携していきたいと
思います。（大島私見）
（8） 会館リニューアルプロジェクト・ステアリングコ
ミッティからの提案『特定資産「施設拡充引当資産」
の取崩し』について
（9） 会館リニューアルプロジェクト・ステアリングコ
ミッティからの提案「重要な財産の処分案」について
（10） 「協会DXステアリングコミッティ」の設置期間延
長について
（11） 会計監査人の選任及び報酬の額について（三優監
査法人選任されました）
（12） 専務理事の選任について（佐藤専務理事が再任さ
れました）
（13） 第58回定期総会提出議案について

11. 理事会協議案件に関する件

Ⅲ. 協議事項
今回はありませんでした。

Ⅳ. 報告事項
報告事項が21件ありましたが、特に共有事項はありま
せん。

岡本 拓也さん

SDGｓに貢献している東海会会員紹介

　第四弾としてご紹介させていただきます岡本さ
んは、父親から事業承継した千年（ちとせ）建設
株式会社の代表取締役社長であり、LivEQuality
（リブクオリティー）というソーシャルスタート
アップを立ち上げた方です。経済性と社会性のバ
ランスを取りながらシングルマザー母子に対して
柔軟な条件で住居を提供し、NPOを通じて入居後
も親子に寄り添い地域とのつながりづくりをサ
ポートすることで、「深刻な母子家庭の現状」と
いう社会課題の解決に取り組まれている方です。
　私が岡本さんを知ったのは、平日夕方のニュー
スで紹介されているのをたまたま見て、素晴らし
い方がいるんだなと思っていたら、なんと公認会
計士でびっくりしたのがきっかけです。是非お話
を聞いてみたいと思い、今回のインタビューが実
現しました。

SDGｓの目標3「すべての人に
健康と福祉を」、目標8「働きが
いも経済成長も」、目標11「住
み続けられるまちづくりを」に
貢献しています。
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2024年3月29日（金）13：00～14：30
クロスコートタワー11階 東海会事務局
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ー 岡本拓也さん 経歴 ー
● 公認会計士
千年建設株式会社 代表取締役社長
株式会社LivEQuality大家さん 代表取締役社長
認定NPO法人 LivEQuality HUB代表理事
公益財団法人PwC財団 理事、グロービス経営大学院 教員
NPOソーシャルベンチャー・パートナーズ東京元代表理事
認定NPO法人カタリバ元常務理事兼事務局長

【岡本さんの経歴】

柘植さん：まず、今までのご経歴を教えてください。

岡本さん： 大学3年生の時に1年休学し、バックパッ
カーで世界を旅しました。インドのガンジス川の
畔・バラナシにあるマザーテレサの家でボランティ
アをしたり、東欧、中東からアジアにかけて30 ヵ
国以上を旅しました。なかでもバングラデシュは、
私にとって大きな出会いがあった国でした。たま
たま国際連合食糧農業機関（FAO）に立ち寄った
際に、その所長と会う機会があり、その方との話
の中で*マイクロクレジットの存在を知りました。
それまで銀行口座すら持てなかったシングルマ
ザーを中心とした女性に対して融資を行い、金融
ビジネスを通じて貧困層の自立支援を行う企業の
存在を知ったのです。国連が行っている支援は、
究極的には依存に繋がる可能性がある一方で、マ
イクロクレジットは自立を促すことに繋がるとい
う点、それを金融ビジネスを通じて実現している
という点に、強い感銘を受けました。
　その後日本に帰国し、何をしようかと考えた時
に、旅とバングラデシュでの経験を通じて「ビジ
ネス」や「金融」はすごい可能性を秘めていると
感じ、特にお金の流れを学ぶことを決意し、色々
と調べた結果、公認会計士を目指すことにしまし
た。2003年に公認会計士試験に合格し、当時の中
央青山監査法人名古屋事務所に3年間在籍した後、
1年間ベンチャー企業に勤め、その後PwCアドバイ
ザリー合同会社で4年間企業再生支援の業務に従事
してきました。

　そして30代になり、「なぜ会計士になろうと考え
たのか？」と原点に立ち戻る瞬間が何度もあり、
改めて自分のやりたかったことを考える中で、出
会いがあったソーシャルスタートアップに対して
経営のボランティア（プロボノ）を始めました。
平日は企業再生業務、土日はプロボノをするとい
う二足の草鞋を履く生活を続けましたが、何度も
体調を崩し、さすがにこれはサステナブルでない
と思いました。そして、考え抜いた末に「一度切
りの人生、やりたいことをやろう」と決意し、
PwCを退職、独立した後にソーシャルスタートアッ
プの世界に100%入るという道を選びました。
　当時プロボノで役員をやっていたソーシャルベ
ンチャーパートナーズ東京（SVP東京）の日本代
表に選ばれ、また同様に支援活動をしていたカタ
リバの常務理事兼事務局長として丸6年間経営を
行っていました。
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